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新課程用公開授業指導案参考様式（Ｒ４ 第１学年） 

 

 

   地理歴史科公開授業学習指導案 

                   指導者 職・氏名  教諭・坂谷 和哉    

 

指導日時・教室  令和４年１０月２７日（木）５限目 教室名 １７H教室  

対象生徒・集団  普通科１年（次）生４０人（内訳１７H４０人）（＊習熟度基礎・応用等を書く。）  

科  目  名  地理総合（単位数 ２ ） 

使 用 教 科 書   高等学校新地理総合 （出版社名 帝国書院） 

 

１ 単 元 名    世界の言語・宗教と人々の生活   

                           

２ 単元（題材）の評価規準 

 

３ 単元（題材）の指導と評価の計画（総時数 ５ 時間）  

   

時 ねらい・主な学習活動 
知
技 

思
判
表 

態
度 

評価の方法等 

１ 【ねらい】民族とは、どのようなものを共有する集団
かを説明する。 

【学習活動】 

・民族は、どのようなものでまとまっているかをペア
で話し合い、最も重要な要素を１つあげる。  

・民族と国民の違いについて考察する。  

・民族を国民にする問題点と多民族国家が抱える問題
点をそれぞれ考察する。 

●   ・観察 

・作成したスライド 

２ 【ねらい】宗教に関する統計データを批判的に分析し、
宗教と人々の生活を学習する際の注意点を考察しよう
としている。 

【学習活動】 

・「世界の宗教の分布」を批判的にみて、正確ではな
いと考えられるポイントを考察する。 

・インドの宗教分布を踏まえて農業統計を読み取り、
その特徴を見出し、整理する。 

・「宗教と人々の生活文化を学習する際、どんな点に
注意しなければならないか」について考察する。  

 ●  ・観察 

・作成したスライド 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世界の人々の特色ある生活文

化を基に，人々の生活文化が

地理的環境から影響を受けた

り，影響を与えたりして多様

性をもつことや，地理的環境

の変化によって変容すること

などについて理解している。  

・世界の人々の特色ある生活文

化を基に，自他の文化を尊重

し国際理解を図ることの重要

性などについて理解してい

る。 

・世界の人々の生活文化につ

いて，その生活文化が見ら

れる場所の特徴や自然及

び社会的条件との関わり

などに着目して，主題を設

定し，多様性や変容の要因

などを多面的・多角的に考

察し，表現している。 

 

・生活文化の多様性につい

て，主体的に追究しよう

とする態度を養うととも

に，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵

養される世界の諸地域の

多様な生活文化を尊重し

ようとすることの大切さ

についての自覚などを深

めている。 
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３ 【ねらい】宗教が人々の生活文化にどのような影響を
与えているかについて資料を収集し、考察したことを
まとめて発表する。 

【学習活動】 

・キリスト教・イスラム教・仏教・ヒンドゥー教・ユ
ダヤ教の５つのいずれかを選択し、ジグソー活動を行
う。 

・調べた内容を、グーグルスライドにまとめる。  

・発表した内容と発表の仕方を相互評価する。  

 ○  ・観察（発表のようす） 

・作成したスライド 

・生徒の相互評価 

４ 

５ 【ねらい】多様な民族が共生できる社会の実現には、
どのような配慮や工夫が必要かを考察する。  

【学習活動】 

・学習したことを基に、多様な習慣や価値観がことな
る人々と共存・共生していくために必要なことを自分
の考えを持とうとしている。 

  ○ ・観察 

・作成したフォームの
回答 

                           

   

４ 本時の指導と評価の計画（第２時） 

（１）本時のねらい 

  ・宗教に関する統計データを批判的に分析し、宗教と人々の生活を学習する際の注意点を 

考察しようとしている。【思考・判断・表現】 

    

（２）準備・資料等 教科書・資料集・地図帳・クロムブック（googleドキュメント・フォーム） 

 

（３）本時の展開 

時 

間 
学 習 内 容 生徒の学習活動 教師の指導・留意点 

評 価 規 準 

【観点】（評価方法） 

導入 

７分 

 

 

 

 

 

 

 

展開

① 

１５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開

② 

１５

分 

・各宗教の地域

的な分布の傾

向 

 

 

 

 

 

 

・宗教の分布図

を批判的に分

析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インドの宗教

分布と農業統

計 を 分 析 す

る。 

・事前課題の内容を、グ

ループで確認する。 

・「世界の宗教の分布」の

図から、「なぜ、そうな

っているのだろう？」

という問いをグループ

で１つ立てる。 

 

 

・「世界の宗教の分布」の

図において、正確では

ないと考えられる点を

個人で考えグーグルス

ライドにまとめる。 

・考察した内容を、グル

ープで共有する。 

 

 

 

 

 

 

・仮説に対する自分の考

えをグーグルスライド

にまとめる。 

 

・事前課題の提出状況と内容

を予めチェックしておく。 

・グループ内で書記係を決め

させ、グループで話し合っ

た内容を Jamborad に記入

するよう指示する。 

 

 

 

・宗教の細かい知識だけでな

く、多角的に分析するよう

声かけをする。 

 

 

・グループで話し合った内容

を Jamboradに記入するよ

う指示し、共通点や特異点

を共有する。 

・視点が少ない場合は、補足

説明をする。 

 

 

・宗教の特徴と統計資料から

読み取れることを組み合わ

せて仮説を反証していくよ

う声かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・宗教に関する統計デー

タを批判的に分析し、

宗教と人々の生活を

学習する際の注意点

を考察しようとして

いる。 

【思考・判断・表現】  

（観察） 

（作成したスライド） 

課題１「宗教は、教科書ｐ８９の宗教分布のように地図化できるものか」 

課題２「インドの宗教分布とインドの畜産物の統計データから何が分かるか」 
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まと

め 

８分 

 

 

 

 

 

 

・学習の振り返

り 

・考察した内容をグルー

プで共有する。 

 

 

 

 

・本時の授業を踏まえ、

「宗教と人々の生活文

化を学習する際、どん

な点に注意しなければ

ならないか」について、

自分の考えをグーグル

スライドに記入する 

・グループで話し合った内容

を Jamboradに記入するよ

う指示し、共通点や特異点

を共有する。 

・足りない視点があった場合

は、補足説明をする。 

・統計データの見方・考え方

にも言及するよう声掛けす

る 

 


